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１９８５年１２月に近畿車輌にとってのはじめてのアメリ

カ向け輸出車両であるＭＢＴＡ向けＬＲＶ１号車が最終組立

工場（Final Assembly Site）に搬入されて以来、今日ま

ですべてのアメリカ向け車両は現地での最終組立を経て

客先へ納入されている。誌面の都合もあり初期のプロジ

ェクトが中心になるが、現在までの最終組立工場の変遷

を紹介するとともに、そのワークスコープ（作業分担範囲）

や日本側、アメリカ側の役割分担や協力について、現状

の課題と今後のあるべき姿について若干の提言をしたい。

●各プロジェクトにおけるＦＡ工場

・ボストンＭＢＴＡ（ベース５０両＋オプション５０両）１９８５年

当社がアメリカ市場ではじめて受注した案件であり、地

元での工場探しとなった。車両の移動方法や、連接後の

機能テストなどを行うことができるのかということがポイ

ントであった。ボストン・リードビルの工場が天井クレー

ンを増設し、試験検査用のピットおよび連接後の車両移

動用レールを設備することで、ＦＡ作業可能と判断され、

オプションをふくめ１００両の最終組立が、エンプロテック

という伊藤忠商事の子会社によって実施された。

エンプロテックによるＦＡとはいえ、車両組立の経験の

ある会社ではないので、作業指導のために、近畿車輌か

ら多くの人々が出張した。作業要領書も出張者とテクニ

カルイラストの勉強をした人たちが中心になって準備を

行った。現地で若干の改訂をしながら作業指導に利用さ

れ、その後のプロジェクトでも参考にされる基本となった。

ベース車両は１９８６年末全両納入という厳しいハードル

も何とかクリアし、オプションまでの期間はエンプロテッ

クがＭＢＢ社のＭＢＴＡ向け客車の最終組立を実施し、その

後並行してオプション５０両の組立が開始された。しかし、

ＭＢＢ車の納入を優先することとなり、いったんはじまっ

たオプション車両の作業が数か月中断するという事態も

あったが、ベース車両の製作に携わった多くのアメリカ

人が残っており、エンプロテック主体で作業が進められる

ようになったため、大阪からの出張者も少数で完了する

ことができた。

・ダラス（ベース４０両）１９９５年

当社にとって２つ目のプロジェクトとなったのが、ダラ

ス（ＤＡＲＴ）向けのＬＲＶである。このプロジェクトは、軍

需産業大手のレイセオン社によって実施された。レイセ

オン社には車両の組立経験がないので、車両の組立方や

ＦＡでの必要設備について理解を深めるために、大阪で

の車両製作中にレイセオン社から担当者が来社された。

ＦＡ工場はレイセオン社によってダラス市内のデントンド

ライブに確保された。検査用のピットは設けずに、高い仮

台車の上に本台車を置き、その状態で連接・走行前の機

能確認を行い、その確認後リフティングジャッキで降ろし、

残りの試験・検査を実施、再びリフティングジャッキで車

体を上げ、“Flat Bed”とよばれる鉄道輸送用の平貨車に

のせ、車両が出場した。

ＦＡがはじまった年は、阪神淡路大震災の年で、神戸港

の震災被害もあって、船積みが２か月ほど遅れた。内装の

多くの範囲がＦＡのワークスコープではあったが、大阪側

の残工事も多数あり、初期には多くの出張者を派遣した。

また、納期確保のために、最終８両の大阪作業範囲を大幅

に増やし、ＦＡのスコープを最小限にして対応した。

・ボストンＭＢＴＡ（オプション２０両）１９９６年

納期が短く２０両ということもあり、ニューヨーク州エ

ルマイラにある車両メーカーのアドトランツ社で実施す

ることとなった。初期には作業指導者を派遣したものの、

あとは製造および品証の現地責任者が滞在するのみであ

った。当時アドトランツ社が自ら受注していたＳＥＰＴＡ向

けＬＲＶの組立が行われていたが、ＭＢＴＡ２０両の工程がこ

れを追抜いた。

・ダラス（オプション３４両＋２１両）１９９８年

ＭＢＴＡに引続き、アドトランツ社にて実施された。ワー

クスコープはベース車両よりも縮小された。私見ではあ
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るが、この時のＦＡの工事範囲は、ＦＡスコープの基本にな

るものと考えている。

ダラスまで、平貨車で鉄道輸送により搬送された。ほ

かの会社との契約に基づき実施された最終組立はこれが

最後となった。

・ニュージャージー（ベース４５両）１９９８年

当社にとってはじめての低床車両となるＮＪＴ向けの車

両は、ニュージャージー・

ハリソンで、工場に必要設

備改善を実施し、近畿車輌

アメリカ会社自前で行われ

た。

大阪側で完成できなかっ

た工事が相当数あったこと

もあり、初期には多くの要

員を現地に送ったが、現地

で採用された人々が早く作

業に習熟し、予定どおりに

工事が完了した。ＦＡで作

業した人の多くは、ＦＡに引

続きアメリカ会社がはじめ

たハドソン・バーゲン線の車両メンテナンスで活躍してい

る。

・サンタクララＶＴＡ（ベース３０両＋オプション７０両）２００１年

カリフォルニア州バレーホーで工場設備改善をして実

施された。ＦＡワークスコープが少なく初期に少数の作業

指導部隊の出張でスタートしたが、車両できばえや塗装

の問題があり、相当数の人々が追加出張した。

・ニュージャージー（オプション２８両）２００４年

ジャージーシティにあるメンテナンス工場を借りて日

本からの出張者なしで行われた。メンテナンス工場を使

って実施する関係もあり、連接作業を優先する形で作業

が進められた。屋外保管車両の移動にシャトルリフトが導

入され、移動の効率化がはかられるとともにその自由度

が向上した。

・ダラス（オプション２０両）２００５年

ベース車でレイセオン社が使用したデントンドライブの

工場でＶＴＡの経験者が主要メンバーとなって実施された。

・フェニックス（ベース３６両＋オプション１４両）２００７年

フェニックスのＶＭＲのメンテナンス工場を借りて実施

されている。メンテナンスも受注しており、ＦＡで働く多

くの人々が、引続きメンテナンスに携わることになる。

・シアトル（ベース３１両＋オプション４両）２００７年

ワシントン州エバレット近郊のボーイング社の工場を

借りて実施されている。工場の改造を最低限にする工夫

がなされている。

・ダラス（中間Ｃ車増設、３車体連接１１５両）２００８年

Ｃ車体のＦＡはデントンドライブで行われ、ＡＢ車の改造

がＤＡＲＴ当局の敷地内で行われ、３車体連接および出場

前の試験・検査はＤＡＲＴ

のＳ＆Ｉ（ Service and

Inspection Facility）か

ら線路続きとなっている

工場で行われている。

●ＦＡワークスコープ

バイアメリカン法の要

求もあり、アメリカ向け

の車両はアメリカで量産

車の最終組立をすること

が基本となっている。当

社の場合は現在まで特定

の工場を持つのではなく、都度ＦＡ工場を立上げることで

進めてきた。当社が受注している連接ＬＲＶ車両の受注両

数や輸送方法から、この方法はメリットが大きい。今後も

この形で進めていくことになろう。

種々の事情でＦＡのワークスコープが変わってきた背景

はあるが、一時借用の限られたスペースで一定の生産ピ

ッチを確保可能で、バイアメリカン法の要求を満足する

ＦＡワークスコープとする必要がある。１０回を超える現

地組立の経験を生かし、日本側への部品供給にもできる

限り無理の生じないワークスコープを検討して進めてい

く必要がある。

●大阪・ＦＡ間の連携、役割分担

かつてはほとんど車両組立の経験がない人たちが多く

を占めたＦＡも、自前で行えるようになり、その経験者も

増え、今は大阪からの作業指導者の出張なしで行われて

いる。

しかし、いわば一部半完成の状態で車両が大阪からＦＡ

工場に送られるわけで、ＦＡ工場で最終完成させるべき部

位に対しての詳細の作業仕切りや部品送付形態について、
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お互いが共通認識を持って進めることが非常に重要にな

る。残念ながら最近のプロジェクトにおいて、これらの作

業の現車処置や必要部品の大阪からの送付における問題

が少なからず発生している現状がある。これは大阪・ＦＡ

間のより密接な連携によって解決して行く必要がある。

特に連接部の最終組立部品や、結線などにかかわる多

くの電装関係部品は大阪から送られているし、この詳細

の作業仕切りについては、大阪主導で決定することが現

実的であり、そうなっている。また、部品などの事情によ

り大阪のワークスコープが完了できずに、ＦＡに車両が持

込まれるケースもある。このような状況のもと、大阪側

からの確実な情報と部品の提供がＦＡ工場での作業をス

ムーズに行うための要素の一つであることはいうまでも

ない。

そのためには、プロト車製作時にＦＡ担当者が大阪で現

車の確認をするとともに、その作業仕切りの詳細につい

て確認をすること、ＦＡ開始時に大阪からの出張者が現車

の状況や予期せぬ問題への対処をすることは、お互いの

連携の大いなる助けとなるであろう。今後、その点での

取組みも深めて行きたい。

１９８５年にＦＡをはじめて以来、多くの人々がＦＡのため

に大阪から出張し、その経験をもとにほかの海外プロジ

ェクトでも活躍している。ＦＡ工場への出張は、当社での

輸出車両業務での人材育成の役割を果たしてきたといっ

てもよいと思う。

ＦＡでの作業指導という意味ではそのニーズは少なく

なってきてはいるが、前述のようにＦＡ工場に出張し現車

の確認をしながらＦＡとの連携をはかっていくことは双方

にメリットがあることはいうまでもない。また、お互いの

事情を知った人材が増えることは、大阪およびＦＡへの部

品の供給問題をふくめ、現在まだ残る課題の解決のため

に役立つものと考える。

すでに、５００両近いＬＲＶをアメリカの顧客に納めてき

た実績を持合わせている当社であるが、今後とも日米の

グループ各社の連携をより密なものとし、納期どおりに品

質のよい車を納め、アメリカ市場での当社の評価をより

高めていきたいものである。
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ニュージャージー州　ハリソン工場にて




